
デジタル人材育成事業 【奈良市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 ８５００ 千円

交付金額 ３７５０ 千円

事業番号 ③

• 結婚や出産を機に離職する女性が多く、都道府県別に見ても、年齢階級
別就業率（M字カーブ）は全国でも下位である。

• 求職者の多くは事務職への就職を希望される中、事務職の有効求人倍率
は非常に低く、正社員としての採用を勝ち取ることが難しい現状がある
一方、IT職種の有効求人倍率は比較的高く、今後産業構造が大きく変わ
っていく中で、IT職種は比較的雇用が安定することが予想される。

スキル獲得から就労支援まで一貫して実施することにより、市内の就労意
欲の高い女性の就労や自立を目指すとともに奈良市、木津川市及び近隣の
企業のDX化を推進し、産業の振興につなげる。

デジタル化が進む現代においてますます需要が増えると見込まれるIT分野
や、非IT分野の企業のDX化を担う職種への就労に役立つスキル支援を行う
ため、結婚や出産などで一旦離職した女性や新たに就職活動を志す女性を
対象に、DX人材養成講座を提供することにより、奈良市、木津川市及び近
隣の企業の即戦力としてDX人材の養成に焦点を当てたスキルアップを促進
し、合同企業説明会を開催した。

• ランディングページの作成やSNSの運用により、市民に広く広報し、多
くの応募があった。講座はアーカイブでの配信や、グループワークによ
るアプリ制作など、子育て中の女性が挫折しないような工夫をし、就職
に結びつくスキルアップを促した。

• DX人材養成講座は、30名の定員に対し、3倍超の94名もの応募があり、
求職者のニーズに合致した講座を展開することができた。また、事業者
が面談による応募者の選考を行うことにより、確度の高い求職者の参加
を実現し、 11名の就職決定者を輩出することができた。

IT企業と非IT企業双方へヒアリングを実施したが、未経験からのIT企
業への就職は厳しく、また非IT企業はDX人材を雇っても十分に活用で
きないといった声も見受けられた。実際にIT企業への就職が叶ってい
ない受講生もいることから、より専門性に特化した講座や就職対策の
さらなる充実など対策を講じる必要がある。

・奈良商工会議所
・奈良工業高等専門学校
・木津川市

上記の団体と連携し、事業の方向性の検討や会員、奈良市、木津川市及び
近隣の企業への事業周知を実施した。
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DX人材養成事業（企業ヒアリング・講座・オンライン企業説明会）の実施

デジタル化が進む現代においてますます需要が増えると見込まれるIT分野や、非IT分野の企業のDX化を担う職種への就労に役
立つスキル支援を行うため、結婚や出産などで一旦離職した女性や新たに就職活動を志す女性を対象に、DX人材養成講座を提
供することにより、奈良市、木津川市及び近隣の企業の即戦力としてDX人材の育成に焦点を当てたスキルアップを促進し、合
同企業説明会を開催する。スキル獲得から就労支援まで一貫して実施することにより、市内の就労意欲の高い女性の就労や自立
を目指すとともに市内企業のDX化を推進し、産業の振興につなげる。

事業の概要

企業ヒアリング調査をもとに作成したカ
リキュラムによる講座の運営を行い、
市内及び近隣市町村の企業の即戦力とな
るDX人材を養成した。

• DX人材養成講座の受講者を対象にキャ
リアカウンセリングや面接対策を実施し
た。

• 企業ヒアリング調査に参画した企業等と
DX人材養成講座の受講者がつながるた
めのオンライン企業説明会を実施した。

企業ヒアリング DX人材養成講座 就労支援
企業の即戦力として求められるDX人材に
ついて経営者や採用担当者を対象としたヒ
アリング調査を実施し、各企業のニーズ調
査結果を踏まえた講座カリキュラムの作成
を行った。

応募者数 94人
受講者数 30人
就職決定者数 11人
就職活動中 11人
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